
 

 

 





 

 

 









別紙１

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず

排 出 量 2　t 1682 115　t 4　t 794  t 0.2　t 

産業廃棄物の種類 木くず 汚泥＋金属くず 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＋金属くず
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず＋金属くず

排 出 量 55　t 0.2  t 59　t 0.1 t 

（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず

排 出 量 3　ｔ　 1,700　ｔ　 120　ｔ　 4　t 850　ｔ　 0.2　ｔ　

産業廃棄物の種類 木くず 汚泥＋金属くず 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＋金属くず
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず＋金属くず

汚泥+廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類+
金属くず+引火性廃油

排 出 量 65　ｔ　 0.4　ｔ　 65　ｔ　 0.1　ｔ　 0.1　ｔ　

（今後実施する予定の取組）

①現状

【前年度（令和4年度）実績】

・事業所の全部署のコードを登録発行し、各部署から排出される廃棄物種類及び重量の見える化及び改善箇所の明確化を図る。
・廃棄物低減に関して、ISO１４００１環境マネジメントシステムを運用する中で各部門の方針の中に取入れ、
  計画的に削減活動を推進している。
・工程内不良低減・歩留まり向上など。
・金属付PP樹脂に対し、業者と協議し廃却から利材へ変更。
・POM、PBT樹脂の利材化

②計画

【目標】

・廃プラスチック類（不織布）のリサイクル業者取引開始による廃棄物低減活動継続実施
・廃プラスチック類（不織布）の溶解設備導入。インゴット化による利材化活動継続
　　（設備設置済。安全対策実施中。インゴット化利材引取り開始月：23年11月頃予定）



別紙２-１

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

燃え殻 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず

2  t 56　t 115　t 4　t 580　t 0.2　t 

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 2  t 56　t 115　t 4　t 580　t 0.2　t 

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

2  t 56　t 115　t 4　t 580　t 0.2　t 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量 0　t 0.002　t 115　t 4　t 0　t 0　t 

認定熱回収業者以外の
熱 回 収 を 行 う 業 者 への

処 理 委 託 量
2　t 49　t 0　t 0　t 520　t 0.2　t 

木くず 汚泥＋金属くず 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＋金属くず
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず＋金属くず

55　t 0.2　t 59　t 0.1  t

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 55　t 0　t 55　t 0　t 

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

55　t 0.2　t 59　t 0.1　t 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0　t 0　t 0　t 0　t 

認定熱回収業者以外の
熱 回 収 を 行 う 業 者 への

処 理 委 託 量
0　t 0　t 0　t 0　t 

（これまでに実施した取組）

①現状

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

・廃プラスチック類（成形不良等）の社内再生量増・・・樹脂粉砕材再利用
・廃プラスチック類（不織布）の社内原材料化量の拡大継続
・廃プラスチック類（成形不良品等）の利材売却化推進
・利材可能洗浄廃液への変更



別紙２-２

燃え殻 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず

3　t 60　t 120　t 4　t 630　t 0.2　t 

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

3　t 60　t 120　t 4　t 630　t 0.2　t 

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

3　t 60　t 120　t 4　t 630　t 0.2　t 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量 0　t 0.01　t 120　t 4　t 0　t 0　t 

認定熱回収業者以外の
熱 回 収 を 行 う 業 者 への

処 理 委 託 量
3　t 55　t 0　t 0　t 600　t 0.2　t 

木くず 汚泥＋金属くず 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＋金属くず
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず＋金属くず

汚泥+廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類+
金属くず+引火性廃油

65　t 0.4　t 65　t 0.1　t 0.1　t 

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 65　t 0　t 65　t 0　t 0.1　t 

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

65　t 0.4　t 61　t 0.1　t 0　t 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量 0　t 0　t 0　t 0　t 0　t 

認定熱回収業者以外の
熱 回 収 を 行 う 業 者 への

処 理 委 託 量
0　t 0　t 0　t 0　t 0　t 

（今後実施する予定の取組）

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

・廃プラスチック類（成形不良等）の社内再生量増・・・樹脂粉砕材再利用
・廃プラスチック類（成形不良品等）の利材売却化推進
・利材可能洗浄廃液への変更
    　　　　　　　　　　　　　　 上記活動継続実施


